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P2 現金過不足  
    期首               期末 
 
 
 
 
 
            原因不明 
         ズレ        雑益（雑損）に振替 
 
            原因判明 
           
           適切な科目に振替 
 

帳簿 

 
金庫 
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P6 銀行勘定調整表  
・当座預金の特徴…小切手を持っている人が決済した基準。 
 広告費 
    12/1   12/31         1/5 
 
    仕入 
 
     取引 

  
 源さん 小切手    
 
 
 
 
 
   転記 
 
          ズレ 
 
           原因が６種類（ケース４～９） 
 
P11＜ケース８＞誤記帳 
  
        当座預金 1,700 ／ 売掛金  1,700 → 誤 
 （１）逆   売掛金  1,700 ／ 当座預金 1,700  
 （２）正   当座預金 1,100 ／ 売掛金  1,100  
 （３）（１）＋（２）  売掛金   600 ／ 当座預金  600 

市

場 
銀

行 

仕訳帳 
 /当座預金 

総勘定元帳 
  ○○ 

当座預金帳 
残高 
△△ 

12/31 XX 
 1/5  XX 

源さん 
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・まとめ 
企業側 

ケース 不一致原因 
仕訳 処理状況 銀行 

ケース４ 時間外預入 なし 入金 未入金 
ケース５ 未取付小切手 なし 入金 未出金 

ケース６ 見渡小切手 出金時仕訳

の修正仕訳 出金 未出金 

ケース７ 未記帳 仕訳 入出金 入出金 

ケース８ 誤記帳 
入出金仕訳 

ｏｒ 
修正仕訳 

入出金 入出金 

ケース９ 未取立小切手 なし 入金 未入金 
         
      不一致原因を記入し 
      企業側当座預金残高 
      銀行側残高 
 
P13＜ケース 10＞銀行勘定調整表 
＜企業残高銀行残高区分調整法＞ 

当座預金（１） 銀行（２） 
 加算   減   ①         ③ 減 
 減算   加   ②         ④ 加 
          XXX        XXX 
              必ず一致 
＜企業残高基準法＞       ＜銀行残高基準法＞ 
  当座預金（１）        銀行残高（２） 
   加算  ①           加算 ③ 
       ④              ② 
   減算  ②           減算 ④ 
       ③              ① 
  銀行残高（２）        当座預金（１） 
 

を一致させる目的で作成 
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P15 有価証券の分類・表示科目・時価評価 
ケース 有価証券 保有目的 表示科目 B/S 科目 評価差額 

償却額  

11、12 株式 売買目的 売買目的有価証券

（資産） 時価 有価証券評価益（収益） 
有価証券評価損（費用） 

13 売買目的 売買目的有価証券

（資産） 時価 有価証券評価益（収益） 
有価証券評価損（費用） 

14～18 
債券 

満期保有目的 満期保有目的債券 
（資産） 

償却減価 
（定額法） 

（償却額） 
有価証券利息（収益） 

 
P21＜ケース１３＞公社債の取得・売却 
                  当期 
                      
 
 6/末    12/末 1/1    1/15  6/末   9/1    12/31 
  ↓     ↓   先に○横 が受取る ↓         ↓ 
利払日   利払日        利払日        利払日 

 
長野  横浜商店    八百源       沖縄 
 
①      売買目的有価証券 9,600 現金 9,600 

有価証券利息    30 現金   30 
②      10,000×7.3%×6÷12＝365 

現金 365 ／ 有価証券利息 365 
③  63 日分の利息 
        10,000×7.3%×63 日÷365＝126 
       売買目的有価証券 9,926 現金     9,600 
                   有価証券売却益 200 
                   有価証券利息  126 

有価証券利息（収益） 
 
 
 

の処理 

63 日 

① 30 ② 365 

③ 126 
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社債の発行 
 会社    
                出資者 
             ￥ 
 利払日 
 会社    
                出資者 
             ￥ 
cf.銀行 
 会社    
                銀行 
             ￥ 
 
P24＜ケース１４＞償却減価法 
①  10,000÷100＝100 口 

96×100 口＝9,600 
満期保有目的債券 9,600／現金 9,600 

 
②  ６ヶ月分の利息 10,000×3%×6 ヶ月÷12 ヶ月＝150 

現金 150／有価証券利息 150 
 
③  ②と同様 

現金 150／有価証券利息 150 
④ ×1    ×1    ×2    ×3    ×4    ×5 
  1/1    12/31   12/31   12/31   12/31   12/31 
  
 9,600     9,680    9,760    9,840    9,920    10,000 
 
 
         1 年間保有していたことによる価値の増加 

満期保有目的債券 80／有価証券利息 80 

社債券 

クーポン 

利息２％ 

利息４％ 
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P26＜ケース１５＞満期償還 
⑥ 満期保有目的債券 
 
 
 
 
 

満期保有目的債券 80／有価証券利息     80 
   現金     10,000／満期保有目的債券 10,000 
   現金       150／有価証券利息     150 
 
P28＜ケース１６＞償却原価法（期中取得の場合） 
④ 当期分 400×6 ヶ月÷48 ヶ月＝40 

満期保有目的債券 40／有価証券利息 40 
 
P30＜ケース１７＞償却原価法（発行後取得の場合） 
④ ×1    ×1        ×2  ×3    ×4    ×5   ×5 
  1/1    12/31   6/30   12/31 1/1    1/1    1/1   12/31 
  
         取得    
        ①    利    利 
             ②    ③ 
                 決算              10,000 
                            9,900 
                       9,800 
                 9,700 
                  

9,600 
満期保有目的債券 100／有価証券利息 100 

 
 

×1  1/1  9,600 
×2 12/31   80 
×3 12/31   80 
×4 12/31   80 
×5 12/31   80 
 

  
 
 10,000 
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P32＜ケース１８＞有価証券利息の見越し計上 
×1     ×2    当期    ×2  ×3 ③       ×6 
10/1     1/1            12/31 1/1           9/30 

 
発行         3/末  9/末 10/1 3 ヶ月     3/末  9/末 
               購入    決算         償還 

               ①利息が発生 あるべき数字 
                      計上  

10,000 
 
                      ②価値増加⇒25 円（3 ヶ月） 

        9,600 
 

①         10,000÷100＝100 口 
96×100 口＝9,600 

満期保有目的債券 9,600／現金 9,600 
 
②     10,000×3%×3 ヶ月÷12 ヶ月＝75 

未収有価証券利息 75／有価証券利息 75 
        400×3 ヶ月÷48 ヶ月＝25 

満期保有目的債券 25／有価証券利息 25 
 
③ 再振替仕訳 

有価証券利息 75／未収有価証券利息 75 
 
④      10,000×3%×6 ヶ月÷12 ヶ月＝150 

現金 150／有価証券利息 150 

48ヶ月 
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P49＜ケース２７＞支払手形の更改 
  期首             手形決済期日     新手形決済期日 
  
      仕入                
青森商店       八百源           
      取引        手形代金払えない  50 円 

       手形 ○旧   
              手形 
         青森商店         八百源 
                新手形 
 
① 仕入 2,000／支払手形 2,000 
 
②利息を現金で受渡する場合 
         ○旧         ○新  

支払手形 2,000／支払手形 2,000 
支払利息 50／現金 50  

 利息を新たな手形の額面金額に含める場合 
         ○旧         ○新  

支払手形 2,000 支払手形 2,050 
支払利息 50 

期日の延長 

利息発生 

手形の更改 
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P61 返品・値引・割戻・割引 

項目 内容 仕入 
会計処理 

売上 
会計処理 数量 

返品 品違いによる返品 取引の取消 仕入返品 
<ケース33>② 取引の取消 売上返品 

<ケース34>② 変わる 

値引 
品質不良等による

商品代金の一部免

除 

仕入値引 
<ケース33>① 

仕入値引 
<ケース34>① 変わらない 

割戻 

一定期間の売買総

額が基準額以上（た

くさん）に達した場

合の商品代金の一

部免除 

仕入の 
マイナス 

仕入割戻 
<ケース35> 

売上の 
マイナス 

売上割戻 
<ケース36> 変わらない 

割引 

掛代金の決済が期

日前に行われた場

合の掛代金の一部

免除 

受取利息

的な性格 

仕入割引科目 
（収益） 
<ケース37>② 

支払利息

的な性格 

売上割引科目 
（費用） 
<ケース38>② 

変わらない 

 
P67＜ケース３９＞原価率と利益率 
 
 
 
 
 

もうけ 500 円 
仕入 

2,000 円 

売上 
2,000 円 

利益率 0.2 

原価率 0.8 
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P78＜ケース４５＞棚卸減耗費と商品評価損 
・計算手順 
     商品 Box 
 
 
 
 
 
 
 
 
・商品の期末の流れ 
 期首                  期末 
 
              ①  ○首   ②    ③ 
 
 
                 ○末  
 
 
 
 
 
 
 
                期末帳簿残高   実地棚卸高 
                 
                 20 個       17 個  
                 @128 円    時価@123 円 
        P/L 
  売 上 原 価 xxx                 B/S 
  棚卸減耗費 xxx           繰越商品 xx 
  商品評価損 xxx 

期首 
2,000 円 

売上原価 
 

6,880 円 仕入 
 
 7,440 円 

期末 
2,560 円 

 
貸借対照表科目 
 

③商品評価損 
 

② 
棚卸 
減耗費 
 

価格 

数量 
17 個 20 個 

@123 

@128  

 
仕訳帳 

 

 
総勘定元帳 

市場 八百源 取引 
￥ 

仕訳 

転記  

補助簿 
商品有高帳 転記 

先入先出法 
移動平均法 
総平均法 

仕入 xx／繰越商品 xx 
繰越商品 xx／仕入 xx 
 

棚卸減耗費 xx 
／繰越商品 xx 
 

商品評価損 xx 
／繰越商品 xx 
 

商品倉庫 

②異なる 

③異なる 
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P88 委託販売・受託販売 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（５） 手数料受取 
諸掛立替 

市場 
委託者 

（八百源） 
仕入 受託者 

（香川商店） 
￥ 

（２）商品積送

（６）売上計算書送付

（７）残金送付 

（１）仕入取引 
（４）代金回収 

（掛） 

（２）’引取費立替 
（３）商品売上 

お客様 

Ａ．受託者 
売上基準 

Ｂ．委託者 
売上基準 

（６）＜ケース５０＞② 
売掛金 2,458 積送品売上 2,500 

（受託販売） 
 売掛金 2,458         
   仕入 2,015／積送品 2,015 
売掛金 2,458／積送品売上 2,458 
仕入 2,015／積送品 2,015 

（１）仕入 2,000／現金等 2,000 

（２）’＜ケース５１＞① 
受託販売 10／現金 10 

（２）＜ケース５０＞① 
積送品 2,015 仕入 2,000 
      現金   15 

（３）（４）＜ケース５１＞② 
売掛金 2,500／受託販売 2,500 

保管料 12／現金等 12 

（６）＜ケース５１＞③ 
受託販売 12／保管料 12 
受託販売 20／受取手数料 20 
         収益 

（７）＜ケース５０＞③ 
現金 2,458／売掛金 2,458 

（７）＜ケース５１＞④ 
受託販売 2,458／現金 2,458 
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P96 割賦販売 
 
 
 
 
※収益認識基準と会計処理 
 原則 例外 
収益認識基準 販売基準 回収基準 
会計処理 一般の商品売買と同じ 対照勘定法 未実現利益控除法（参考） 

①商品販売時 割賦売掛金／割賦売上 
＜ケース 52＞① 

割賦販売契約／割賦借売上 
(割賦販売売掛金)／(割賦販売) 
＜ケース 53＞① 

割賦売掛金／割賦売上 
＜ケース 54＞① 

②割賦代金回

収 
現金等／割賦売掛金 
＜ケース 52＞②,③ 

現金等／割賦売上 
割賦借売上／割賦販売契約 
(割賦販売)／(割賦販売売掛金) 
＜ケース 53＞②,③ 

現金等／割賦売上 
＜ケース 54＞②,③ 

商品 Box  
割賦売上 
2,500 円 

          500 円 
 

 
 
 
 
 

割賦売上 
1,000 円 

 200 円 

 

 

 

期首 売上原価 
2,000 円 

仕入 
期末 

期首 売上原価 
800 円 

仕入 
期末 
1,200 円 

市場 当社 
（八百源） 

仕入 
得意先 
東京商店 ￥ 

①商品販売 

②代金分割回収 



 17 

P103 試用販売 
 
 
 
 
※収益認識基準と会計処理 
収益認識基準 得意先の買取意志があった 

会計処理 対照勘定法 手許商品区分法 

①商品送付 
試用販売契約／試用借売上 
(試用販売売掛金)／(試用販売) 

＜ケース 55＞① 

試用品（資産）／仕入 
＜ケース 56＞① 

②買取意志表示 
売掛金／試用品売上 

試用借売上／試用販売契約 
＜ケース 55＞② 

売掛金／試用品売上 
仕入／試用品 

＜ケース 56＞② 

③商品返品 試用借売上／試用販売契約 
＜ケース 55＞③ 

仕入／試用品 
＜ケース 56＞③ 

 

当社 
（八百源） 

京都商店 
①商品販売 

②買取意志表示 
③商品返品 
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P110 荷為替手形の取組みと引受 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
       北海道商店         八百源 
（２）売掛金 2,000／売上 2,000    （１）    ― 
（３）    ― 
（４）受取手形 1,750／売掛金 1,750 
（５）当座預金 1,710 売掛金 1,750 
   手形売却損 40 
     ＜ケース５８＞ 
             （６）  ― 
                   （７）－１ 未着品 2,000／買掛金 2,000 
                     ＜ケース５９＞① 
                   （７）－１ 買掛金 1,750／支払手形 1,750 
                     ＜ケース５９＞① 
                   （８）（９） 仕入 2,010 未着品 2,000 
                            現金   10 
                     ＜ケース５９＞② 

売主の銀行 買主の銀行 
荷為替手形 
（６）送付 

貨物代表証券 

北海道商店 

￥ 
（５） 
手形代金 
割引決済 

一緒に渡す （４） 

荷為替

手形 
貨物 
代表 
証券 

自己受 
荷為替 
の 

取組 
という 

 受取 引受 
八百源 

荷為替

手形 
貨物 
代表 
証券 

(7)－2 (7)－1 

呈示 

（１）注文 

（３） 貨物 
代表 
証券 

渡す （２） 
商品を積む 

運送会社 

（８） 貨物 
代表 
証券 

渡す 
（９）商品受領 
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P112 委託者と受託者の荷為替手形の取組みと引受 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
       八百源         香川商店 
（１）    ― 
（２）積送品 2,015 仕入 2,000 
          現金  15 
（３）    ― 
（４）受取手形 1,600／前受金 1,600 
（５）当座預金 1,550 売掛金 1,600 
   手形売却損 50 
     ＜ケース５８＞ 
             （６）  ― 
                  （７）（８）（９） 受託販売 1,660／支払手形 1,660 
                     ＜ケース６１＞ 

委託者の銀行 受託者の銀行 
荷為替手形 
（６）送付 

貨物代表証券 

委託者 八百源 

￥ 
（５） 
手形代金 
割引決済 

一緒に渡す （４） 

荷為替

手形 
貨物 
代表 
証券 

自己受 
荷為替 
の 

取組 
という 

 受取  引受 
委託者 香川商店 

荷為替

手形 
貨物 
代表 
証券 

(7)－2 
 

(7)－1 
 

呈示 

（１）契約 

（３） 貨物 
代表 
証券 

渡す （２） 
商品を積む 

運送会社 

（８） 貨物 
代表 
証券 

渡す 
（９）商品受領 
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P121 減価償却に係わる記帳方法 
記帳方法 間接法 直接法 

仕訳 減価償却費／減価償却累計額 減価償却費／固定資産 

勘定記入 

固定資産   減価償却累計額 
 
 
     帳簿価格 
 

     固定資産 
 
 
 
        帳簿価格 

 
P126＜ケース６５＞売却 
                 

×1      ×2     ×3 
 
 1/1    12/31    12/31 1/1    6/30 
取得 1,000×0.2=200 (1,000－200)×0.2=160       売却 

(1,000－360)×0.2×6 ヶ月÷12 ヶ月=64 
備品     減価償却累計額 

 
 
 
 

備品減価償却累計額 360  備     品 1,000 
減価償却費   64  固定資産売却益   24 
現   金  600 

取得原価  取得原価  

期中売却：年間減価償却費×(期首～売却日までの月数)÷12 ヶ月 

１,０００ 200 
160 

360 
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P128＜ケース６６＞買換え 
・ 買換えの会計処理 
  売却（下取り）と購入に分けて考える。 
（１） 旧車両を売却し、売却代金を問題指示（未収金か現金等を受け

取っている）に従い、処理する。 
（２） 下取り価格に自己資金（支払額）を加えて新車を購入したとす

る。 
×1      ×2     ×3 

 
 1/1  270     360  1/1  108  6/30 

      減価償却累計額 
           630 
 
（１） 減価償却累計額 630 車両 1,000 ○旧  

減 価 償 却 費 108 
未 収 金 800 
固定資産売却損 462 
 

（２） ○新  車両 2,500 未収金  800 
             未払金 1,700 
 
（１）、（２）まとめて 

減価償却累計額  630 車 両 1,000 
減 価 償 却 費  108 未払金 1,700 
固定資産売却損  462 
車     両 2,500 

 
 

下取り価格 
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P131＜ケース６７＞除却 
 期首除却 

×1      ×2     ×3              当期 
 
 1/1      1/1     1/1     6/30 
                      
 期中全部                除却 
                      
                    期中全部 

 減価償却累計額 4,200 建物 5,000 
 貯 蔵 品  250 
 固定資産売却損  550 

 
P135＜ケース６９＞火災未決算（保険差益） 
 
 
               期首   調査→審査→決定 
                          2,000 
                          1,500 

           ○保  3,000 
①      減価償却累計額 3,600 仕入  500 
       火 災 未 決 算 1,900 建物 5,000 
 
②      未 収 金 2,000 火災未決算 1,900 
                   保 険 差 益  100 
 
P137＜ケース７０＞火災未決算（火災損失） 
①      減価償却累計額 3,600 仕入  500 
       火 災 未 決 算 1,900 建物 5,000 
 
②      未 収 金 1,500 火災未決算 1,900 
       火 災 損 失   400 

年間原価償却費×(期首～除却日までの月数)÷12 ヶ月 

火災 

当期 

保険会社 
契約 
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P142 株式会社と純資産 
B/S 

負債 
資本金 

資本金 
  株主 

か ら の 
 払込資産 

資本準備金 
その他利益剰余金 

資産 
（流動資産） 
（固定資産） 
（繰延資産） 

純

資

産 
（当期純利益）   利益 

 （もうけ） 
利益準備金 

その他利益剰余金 
  個人商店（３級）            株式会社 
 
P147＜ケース７３＞新株式申込証拠金 
 新株発行手続と段階的な会計処理 
     申込開始          払込期日 
 

  
      （新株式申込証拠金[純資産]）（資    本     金） 

 会計処理 
  別段預金／新株式申込証拠金   新株式申込証拠金／資本金 
                  当 座 預 金／別 段 預 金 
 

資本 
剰余金 

利益 
剰余金 
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P148 創立費・開業費・開発費・株式交付費 
      創立費      開業費      株式交付費  開発費 
 
設立準備    株主広告   新株発行   設立登記  事業開始        増資     新市場開拓 
開始  を出す         （第１期期首） 
 

種類 内容 償却期間 
創立費 
＜ケース７４＞ 

会社設立時に会社が負担した支出額。 
e.x.登記費用、株式募集広告費 

開業費 
＜ケース７６＞ 

会社の設立登記完了後、営業開始までの支出額。 
e.x.不動産登録料、広告費 

開発費 
＜ケース７７＞ 会社設立後、新市場開拓のために特別に支出した額。 

5 年 

株式交付費 
＜ケース７５＞ 

会社設立後、新たに株式を発行するために支出した額。

（増資のためにかかった費用） 3 年 
 
繰延資産の償却（決算整理） 
（１） 償却方法：定額法 
（２） 残存価格：ゼロ 
（３） 償却期間：会社法の最長期間 
（４） 計算：月割 
（５） 記帳方法：直接控除 

～ 
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P156 繰越利益剰余金 
             期末 
            
  期首                    株主総会   配当金の支払 

 決算手続 
①決算整理  ②決算振替   ③報告書 

     仕訳     仕訳      の作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                P/L 
                 
                B/S 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

収益 xx／損益 xx 
損益 xx／費用 xx 

＜もうけあり＞ 
損益 xx／繰越利益剰余金 xx 
＜ケース７８＞ 
＜損＞ 
繰越利益剰余金 xx／損益 xx 
＜ケース８２＞ 
 

繰越利益剰余金 xx 未払配当金 xx 
利益準備金 xx 
別途積立金 xx 

＜ケース７９，８０＞ 
 

未払配当金／当座預金 
＜ケース８１＞ 

 

別途積立金 xx／繰越利益剰余金 xx 
＜ケース８３＞ 

当期 翌期 

資 
純 
負 

資本金 
資
本
剰
余
金 

資本準備金 
その他 

資本剰余金 
利
益
剰
余
金 

利益準備金 
その他 

利益剰余金 

×１／４＝XX 

合計額は 
XX を超えて 
はならない 

 
・配当金×1/10 
・前資本金×1/4－（前資本準備金＋利益準備金） 

利益準備金積立のルール 
いずれか 
小さい金額 
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P170 税金 
 
    期末          期の真ん中 
            
   P/L   1/1      中間決算     8/25 期末 12/31 
              P/L           P/L 
 
 
 
「法人税等」・・・ 納付         ・・ 納付        ・納付 
           「仮払法人税等」   「法人税等」 
            ＜ケース８６＞①６００円        （法人税等－仮払法人税等） 
 
 
P173 消費税 
 税抜方式＜ケース８７＞  税込方式＜ケース８８＞ 
    P/L             P/L 
  
 
 

 
 
 
 
      結果は同じ 

２ヶ月後

費用 収
益 

もうけ 
 ↓×約４０％ 
 

税務署 

費用 収
益 

もうけ 
 ↓×約４０％ 
 

税務署 

前期 
当期 

２ヶ月後

法人税等 1,400  仮払法人税等 600 
        未払法人税等 800 

２ヶ月後

 

翌期 

費用 収
益 

もうけ 
↓×約４０％ 

 
税務署 

＜ケース８６＞②

1，400 円 

＜ケース８６＞③

８００円 

仕入 

2,000 
売上 

2,500 

仕入 

2,000 
売上 

2,500 

仕入 

2,100 
売上 

2,625 
租税公課 25 もうけ 

500 もうけ 
500 
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P182 社債 
 
 
 
 
社債の発行 発行価格 利払の計算 償却減価の計算 
平価発行 額面と同じ 問題指示に従う － 
割引発行 額面より低い 問題指示に従う 決算整理 

 
取得目的  

発行側 
満期保有目的 売買目的 

１／１ 当座預金 9,600／社債 9,600 
＜ケース９１＞① 

満期保有目的債券 9,600／当座預金 9,600 
＜ケース１４＞① 

売買目的有価証券 9,600／当座預金 9,600 

６／３０ 社債利息 150／当座預金 150 
＜ケース９１＞② 

現金 150／有価証券利息 150 
＜ケース１４＞② 

現金 150／有価証券利息 150 
 

１２／３１ 社債利息 150／当座預金 150 
＜ケース９１＞③ 

現金 150／有価証券利息 150 
＜ケース１４＞③ 

現金 150／有価証券利息 150 
 

 社債利息 80／社債 80 
＜ケース９１＞④ 

満期保有目的債券 80／有価証券利息 80 
＜ケース１４＞④ 

時価との差額を 
評価損益とする。 

 

当社 
八百源 

￥資金 

発行 
社債 

社債権者 
決算整理ではない 

決算 
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P203＜ケース７８＞買入償還 
・会計処理の Point 
（１）買入価格は、その時の市場価格（時価）であるため、社債償還

損益が生じる。 
（２）買入償還日までの経過利息を支払う。 
・仕訳パターン 

社債 xx 現金等 xx 
     社債償還益 xx ＜ケース９９＞④ 

（１） 
社   債 xx  現金等 xx 
社債償還損 xx ＜ケース９８＞④ 

（２） 社債利息 xx／現金等 xx ＜ケース９９＞④ 
                     B/S 
                     （負債）社債 xx ① 
 
P207 引当金 
・ 引当金・・・将来の支出であるが、その原因が支出時以前の事象に 

起因していることから、あらかじめ、事象が発生した

期に見積計上しておく際の貸方科目。 
e.x. 退職給付引当金 
 
 

     （見積計上） （見積計上） （見積計上）  （見積計上）      修繕  支払退職金 

                    6 月賞与   

   このことに 

対して          対応 

             

 

 

P211＜ケース 103＞修繕引当金戻入 
 
 
             …修理しなかった 
 

働く人 
働く 

賞与 

使う 

見
積
計
上 

ビル 

当期 

修
繕
引
当
金 

翌期 

使用 

戻入
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P216 決算 
        仕訳帳 
        総勘定元帳 
 
 
       （１０種類） 
 
 

主要簿 

補助簿 
補充 

試算表 



 34 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 級完全マスター講座 商業簿記 第９回目 
 
 

レジメ 



 35 

P222 帳簿の締切り 
 
   期首(1/1)                           期末(12/31) 
            
英米式   開始手続  営業手続     決算手続 
        再振替仕訳→営業仕訳→決算整理仕訳→損益振替仕訳→当期純損益 

 の振替仕訳 
 
    
    開始記入→勘定記入→営業仕訳→決算整理仕訳→損益振替仕訳→当期純損益        締切 
    1/1 前繰                               の振替仕訳         12/31 次繰 xx 
大陸式 

  開始仕訳→再振替仕訳→営業仕訳→決算整理仕訳→損益振替仕訳→当期純損益→           
の振替仕訳   

 
    
    勘定記入→再振替仕訳→営業仕訳→決算整理仕訳→損益振替仕訳→当期純損益→     →決算残高 

開始残高                の振替仕訳 
 
                       法人税等の計算 
 
P233＜ケース１０７＞繰越利益剰余金の推定 
①        繰越利益剰余金 2,100 利益準備金 180 
                    別途積立金 300 
                    未払配当金 1,800 
   ×５                             ×５ 
   １／１  ２／２５                      ②     １２／３１ 
 
        ①                 決算整理前   決算 
繰越利益剰余金 2,100 利益準備金 180               

            別途積立金 300              ③もうけ 
            未払配当金 1,800              2,080 円 
                                   仕訳 
                             損益 2,080／繰越利益剰余金 2,080 
    繰越利益剰余金              繰越利益剰余金 
 
 
 
 
 
 

総勘定元帳 

仕訳帳 

転記 

総勘定元帳 

仕訳帳 

転記 

資本・負債・純資産 
の振替仕訳 

資本・負債・純資産 
の振替仕訳 

決算残高 xx／資本 xx 
負債 xx   決算残高 xx 
純資産 xx 

開始→ 資産 xx／開始残高 xx 
開始残高 xx 負債 xx 
       純資産 xx 

180 
300 

1,800 

1/1 
 
？ 

2,280 
② 

2,280 
？ 

2,750 

12/31 2,080 2,550 
470 
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P248 参考：損益計算書（勘定式） 
P/L              商品 Box 

 
                                  差引 
                                  ａ＋ｂ－ｃ 
    もうけ                           ＋  ｄ 
                                   
   当期純利益                          
 

 
 

費用 収益  期首 
  ａ 
仕入 
 
  ｂ 

商品評価損：ｄ 棚卸 
減耗 
費 期末 

ｃ 
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P272 支店独立会計制度（本支店会計）の補足 
  期首(1/1)                            期末(12/31) 
            
（本店）開始手続 営業手続          決算手続 
    再振替仕訳→営業仕訳→未達

み た つ

取引→決算整理仕訳→損益振替仕訳→支店損益勘定→内部利益の→   →締切 
                          残高の受入   整理 
    
      
     
（支店） 

  再振替仕訳→営業仕訳→未達取引→決算整理仕訳→損益振替仕訳→損益勘定残高                 締切 
                          の本店勘定へ 
    
     
 
 
P277＜ケース１２１＞内部利益 
                      本店より仕入 330／本店 330 
     本店の商品 Box              支店の商品 Box 
                 売上 
                （外部） 
 
                 支店へ売上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総勘定元帳 

仕訳帳 

総勘定元帳 

仕訳帳 

会社全体を 
繰越利益剰余金 
勘定へ振替 
 

転記 

転記 

決算整理前 T/B 決算整理後 T/B 

決算整理前 T/B 決算整理後 T/B 

本店へ振替 

  期首 

仕入  
期末 

×1.1 
 

  期首 

仕入（外部） 
   xx 
本店より仕入 

+330 xx 

期末 
本店より仕入 110 +330 

440 
40：内部利益 

 

440 

0.1 

1 
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P279＜ケース１２２＞本支店合併財務諸表 
③      本店                   支店 
                 売上 
                （外部） 
 
                 支店へ売上 
                  880 
                                     590 
                                        
 
  仕入 3,000／繰越商品 3,000        仕入 2,000／繰越商品 2,000 
  繰越商品 2,300／仕入 2,300        繰越商品 590／仕入 590 
 
                            440 円 0.1：40 
                                １： 400 
 
P288＜ケース１２３＞まとめ 
         本店          支店 
 未達事項  現金 340／支店 340    本店より仕入 440／本店 440 
 決算整理  貸倒引当金繰入 120／貸倒引当金 120   貸倒引当金繰入 10／貸倒引当金 10  
       減価償却費 180／減価償却累計額 180  減価償却費 90／減価償却累計額 90 
 
       本店                  支店 
  
                 
 
                 支店へ売上 
                  880 
                                     
                                     
                                     (60) 
 

  期首 
3,000 

仕入 
6,350 期末 

2,300 

×1.1 
 

  期首 
  2,000 
仕入 

1,000 
本店より仕入 

550+330 

期末（外部） 
150 

本店より仕入 110 +330 

  期首 
2,300 

仕入 
10,000 期末 

1,600 

  期首 
 590(40) 
仕入 

1,500 
本店より仕入 

550+330 

期末（外部） 
130 

本店より仕入 220 +440 

×1.1 
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P294＜ケース１２４＞支店間の取引（支店分散計算制度） 
・支店分散計算制度（取引の通りに仕訳） 
 
 
 
 
 
 （新潟支店 200／現金 200）    （現金 200／名古屋支店 200） 
 
P295＜ケース１２５＞支店間の取引（本店集中会計制度） 
・本店集中会計制度（本店を通して取引を行われたとみなす） 
 
 

現金 200／名古屋支店 200 

新潟支店 200／現金 200 

 

 

 （本店 200／現金 200）    （現金 200／本店 200） 
新潟支店 200／名古屋支店 200 

 

本店 

名古屋支店 新潟支店 ￥200 

本店 

名古屋支店 新潟支店 
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P300 帳簿組織 
・ 帳簿組織～現金出納帳・仕入帳・売上帳・普通仕訳帳～ 

簿記上の取引 仕訳 

現金の取引 現金××／○○×× 
○○××／現金×× 

仕入取引 仕入××／○○×× 
○○××／仕入×× 

売上取引 ○ ○××／売上×× 
売上××／○○×× 

 
・ 特別欄 
 
 

特殊仕訳帳 
相手勘定 

普通仕訳帳  

 
親勘定 

特 
別 
欄 

左 
以 
外 

 
 
 
 
 

総 勘 定 元 帳 
 

取引 仕訳 仕訳 

そ
の
都
度 

個
別
転
記

月
末 合

計
転
記 

月
末 合

計
転
記 

そ
の
都
度 

合
計
転
記
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・特別欄（二重転記の回避） 
 
 

特殊仕訳帳 
相手勘定 

普通仕訳帳  
 

親勘定 特 
別 
欄 

右 
以 
外 

他の特殊仕訳帳

の親勘定 

 
 
 
 
 

総 勘 定 元 帳 
  
  親勘定⇒合計転記する。 
  相手勘定が他の特殊仕訳帳の親勘定⇒転記しない 
 
・一部現金取引 
 
 

普通仕訳帳 特殊仕訳帳 
相手勘定 

諸口欄 
特殊仕訳帳

にない勘定 
特殊仕訳帳に

ある勘定 

 

 
親勘定 

特 
別 
欄 

右 
以 
外 

他の特殊仕訳帳の親勘定 
普通仕訳帳から転記したもの 

 
 
 
 

総 勘 定 元 帳 
 

取引 仕訳 仕訳 

月
末 合

計
転
記

そ
の
都
度 

個
別
転
記

月
末 合

計
転
記

そ
の
都
度 

合
計
転
記

×
 

転
記
し
な
い 

Point 

一部現金取引 
①取引全体を記入 

②当座預金取引についてのみ、当座預金出納帳へ記入 
②現金取引についてのみ、現金出納帳へ記入 
 

そ
の
都
度 

合
計
転
記 

そ
の
都
度

個
別
転
記

月
末 

合
計
転
記

月
末 

合
計
転
記

×
 

転
記
し
な
い 

×
 

転
記
し
な
い
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P348 その他の特殊仕訳帳 
・ 特殊仕訳帳…営業手続の仕訳 

簿記上の取引 仕訳 特殊仕訳帳 

現金の取引 現金××／○○×× 
○○××／現金×× 現金出納帳 

仕入取引 仕入××／○○×× 
○○××／仕入×× 仕入帳 

売上取引 ○○××／売上××

売上××／○○×× 売上帳 

当座預金の取引 当座預金××／○○×× 
○○××／当座預金×× 当座預金出納帳 

受取手形の増加取引 受取手形××／○○×× 受取手形記入帳 
支払手形の増加取引 ○○××／支払手形×× 支払手形記入帳 

※ その他の取引は普通仕訳帳へ 
 
P344＜ケース１３５＞まとめ（試算表の作成） 
・ 二重仕訳               受取手形××／売上×× 

売上帳      受取手形記入帳 
 
  当座預金××／売上××             現金××／売上×× 
 

  当座預金××／現金×× 
当座預金             現 金 
出納帳              出納帳 

現金××／当座預金×× 
 
  仕入××／当座預金××             仕入××／現金×× 

 
仕入帳      支払手形記入帳 

                      仕入××／支払手形×× 
・ ケース１３５では 
     売上  200 円 
          現金（一部 650 円） 
     仕入  200 円 
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P362 伝票会計 
 伝票会計 ３伝票制 
      ５伝票制 
                         集計 
     現金××／○○××→入金伝票 
     ○○××／現金××→出金伝票 
 取引  ○○××／○○××→振替伝票 
     売掛金××／売上××→売上伝票 
     仕入××／買掛金××→仕入伝票 

仕
訳
日
計
表 

転記 
総
勘
定
元
帳 


